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中学校第３学年「健康な生活と病気の予防」（性感染症の予防）そのⅡ
（高等学校でも　ご活用ください）
１．単元名「感染症の予防」

２．単元の目標

　・感染症の予防について関心をもち、学習活動に意欲的に取り組むことができるようにする。
（関心・意欲・態度）

・感染症の予防について、課題の解決を目指して、知識を活用した学習活動などにより、科学的

　に考え、判断し、それらを表すことができるようにする。　　　　　　　　　　（思考・判断）

　・感染症の発生要因や予防について、課題の解決に役立つ基礎的な事項及びそれらと生活とのか

かわりを理解できるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（知識・理解）

３．単元について

　現在、日本において梅毒が加傾向である。特に若い女性に多く発症している。若者の性感染症に関する知識、理解が十分でないことが様々な調査結果から報告されている。中学生期に性感染症の疾病概念、感染経路、予防方法などの知識を身に付けることが自他の身を守り、健康の保持増進や疾病の予防のためには個人や社会の取組の重要あることについても気づくことができると考える。
　
４．単元計画
	
	第1時
	第2時
	第3時（本時）
	第4時

	主な学習内容

・学習活動
	感染症の原因
	感染症の予防
	性感染症の特徴、感染経路・予防法
	エイズの疾病概念

	
	○感染症は、病原体が環境を通じて主体へ感染することで起こる病気であり、適切な対策を講ずることにより予防できること。


	○感染症を予防するには、消毒や殺菌等により発生源をなくすことや、栄養状態を良好にしたり、予防接種の実施により免疫をつけたりするなど身体の抵抗力を高めることが有効であること。
	○疾病概念や感染経路について理解できるようにすること。

○予防方法を身につける必要があること。

	○エイズの病原体はヒト免疫不全ウイルス（HIV）であり、その主な感染経路は性的接触であることから、感染を予防するには不特定多数の人と性的接触をしないこと。

	
	1.インフルエンザが冬に流行するのはなぜか考える。

2.感染症はどのような時期や状態に発生しやすいかまとめる。

3.感染症を予防するための対策をグループでまとめる。
	1.どのような仕組みで体を守っているのか資料をもとに調べる。

2.抵抗力を高めるために毎日の生活の中で実行できそうなことを考える。

3.近年問題になっている感染症について調べる。
	1.性感染症とはどのような病気か予想する。

2.性感染症の種類と特徴について知る。

3.性感染症の現状についてグループで考える。

4.性感染症を予防するにはどうすればよいか考ええる。
	1.エイズの疾病概念と感染経路について調べる。

2.HIVの感染予防について考える。

3.検査を受けることを怖がっている意見について自分の考えをまとめる。


５．展開例（３／４時間）

（１）感染症の特徴、感染経路及び予防法

（２）本時の目標

　　・性感染症の予防について、科学的根拠に基づいて予想したり、整理したりすることができるよう

にする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（思考・判断）
・性感染症の原因や予防方法について、具体例やその理由を言ったり、書き出したりすることがで
　きるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（知識・理解）
（３）展開　　　
	
	主な学習活動・学習内容
	○指導上の留意点　　　◆評価
	資　料　等

	導入
10

分
	1.梅毒感染者増加の表を見て気づくことを発表する。
〈予想される反応〉
・どんどん増えてきている。
・どういう病気なのだろう
	○表を提示し、気付いたことを発表させる。
〇梅毒は性感染症の一つであることを伝え、性感染症について知っていることを発表させる。
	資料１

梅毒感染者数の表


	展開

30

分
	2.学習のねらいを知る



	
	

	
	3.性感染症の種類と特徴について知る。


	○性感染症について教科書等の資料で、主な性感染症の症状や特徴などを確認する。
○性的接触が感染経路となりやすいことを説明する。
	資料２
主な性感染症
（教科書）


	
	4.性感染症がどのように広がるのかのシミュレーション（実験）を行う。

	○性感染症が、感染していることが分からないまま、性的接触等により広がっていることが分かるような実験をする。
〇薬品を扱うので配慮事項を伝える。
〇学級の人間関係の実態等を考慮して、進め方を工夫する。
	別紙の進め方参照

準備品
・プラスチックカップ
・水酸化ナトリウム水
溶液
・フェノールフタレイ
ン溶液
・スポイト等

	
	5.シミュレーションの感想をグループで話し合う。
〈予想される反応〉
・あんな風に広がるとは思わなかった。
・いろいろな人との性的接触を避けることが大切だね。

・コンドームを正しく使うことが必要だと思う。
・自分が感染したことが分からないのが怖い。
6．感染の不安がある時は、男女ともに医療機関等で検査や治療を受けることが大切なことを伝える。
	○性感染症が性的接触により起こる病気であることを確認しながら、予防の手立てについて考えさせる。

◆【思考・判断】

　性感染症の予防について、科学的根拠に基づいて予想したり、整理したりしている。（記述や発言）

○受診する診療科の違いについて説明する。（男性：泌尿器科　女性：産婦人科・婦人科）
〇様々な相談先を紹介する。
	学習カード



	まとめ
５

分
	6.本時のまとめをする。
	○学習カードに本時に学んだことを書かせ発表させる。
◆【知識・理解】

性感染症の原因や予防方法について、具体例やその理由を言ったり、書き出したりしている。（記述や発言）
	


資料１
その①（厚生労働省HP　「性感染症報告数」を加工して作成）

資料１　その②（厚生労働省HP　「性感染症報告数」を加工して作成）
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実験を取り入れてみました。





性感染症は、どのように感染し、どうしたら予防法できるのだろう。





・疾病概念や感染経路について理解できるようにすること。


・予防方法を身につける必要があること。








